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シンチレータは放射線照射により励起され発光する蛍光体の一種であり、keV-GeV オーダーの

放射線を直ちに数万の光子に変換するため、医療・セキュリティ機器を始めとする様々な分野で

利用されている。希土類を発光中心元素として添加した LaMgAl11O19は高い発光特性を示す蛍光

体として知られているが、放射線照射下の発光特性について報告した論文は少ない [1]。今回我々

は Floating Zone法を用いて異なる濃度で Ceを添加した LaMgAl11O19単結晶の合成を行い、その蛍

光特性およびシンチレーション特性について評価を行った。 

Fig. 1には Ce添加 LaMgAl11O19単結晶の X線照射時のシンチレーションスペクトルを示す。全

てのサンプルにおいて 300-400 nm付近に Ce3+の 5d-4f遷移による発光であると考えられる単一の

ブロードな発光が観測された。Fig. 2には 1%添加サンプルにおける X線照射時のシンチレーショ

ン蛍光寿命測定の結果を示す。減衰曲線は 1成分の指数関数で近似され、18.7 nsの減衰時定数が

得られた。本研究ではフォトルミネセンス特性、シンチレーション特性、熱蛍光特性について系

統的に評価を行ったので併せて発表を行う。 
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Fig. 1 X-ray induced scintillation spectra of  

Ce-doped LaMgAl11O19 single crystals 

Fig. 2 X-ray induced scintillation decay time 

profiles of  Ce-doped LaMgAl11O19 single 

crystals 
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